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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 20日 (2006.9.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 洗 濯 水 槽 の 下 部 に 連 な る 管 路 の 中 途 に 配 し ィ ル タ ケ ー ス に 前 記 管 路 の 内 部 の 流 水 を
通 過 さ せ る フ ィ ル タ 体 を 収 納 し て あ る フ ィ ル タ 装 置 を 備 え

洗 濯 機 に お い て 、
　 前 記 フ ィ ル タ 体 は 、 密
フ ィ ル タ 部 と 粗 フ ィ ル タ 部 と を こ と を 特
徴 と す る 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 密 フ ィ ル タ 部 は 、 前 記 流 水 中 に 混 在 す る 繊 維 屑 の 捕 捉 が 可 能 な フ ィ ル タ 目 を 備 え る
請 求 項 １ 記 載 の 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 粗 フ ィ ル タ 部 は 、 の 捕 捉 が 可 能 な フ ィ ル タ 目 を 備 え る 請 求 項 １
又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 フ ィ ル タ ケ ー ス は 、 前 記 洗 濯 水 槽 へ の 循 環 水 の 流 出 口 を 備 え て お り 、
　

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 フ ィ ル タ ケ ー ス は 水 の 流 出 口 を 備 え
　

請
求 項 ４ 記 載 の 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 フ ィ ル タ ケ ー ス は 、 前 記 フ ィ ル タ 体 の 粗 フ ィ ル タ 部 の 配 設 位 置 の 近 傍 に 、 前 記 洗 濯
水 槽 内 部 の 水 位 検 出 の た め の エ ア ト ラ ッ プ を 備 え る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か １ つ
に 記 載 の 洗 濯 機 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

た フ
、 前 記 フ ィ ル タ 体 を 通 過 し た 水

を 前 記 洗 濯 水 槽 へ 戻 し て 循 環 さ せ る こ と が 可 能 な
一 側 が 開 放 さ れ た 形 状 の 部 材 に 、 小 さ い フ ィ ル タ 目 が 並 設 さ れ た

大 き い フ ィ ル タ 目 が 並 設 さ れ た 設 け て 構 成 さ れ た

洗 濯 物 か ら の 脱 落 物

用
前 記 フ ィ ル タ 体 の フ ィ ル タ 目 の う ち 前 記 循 環 水 用 流 出 口 か ら 最 も 近 い フ ィ ル タ 目 は 、 密

フ ィ ル タ 部 の フ ィ ル タ 目 で あ る

、 排 用 、
前 記 フ ァ イ ル 体 の 粗 フ ィ ル タ 部 の フ ィ ル タ 目 の う ち 前 記 排 水 用 流 出 口 に 最 も 近 い フ ィ ル

タ 目 と 前 記 排 水 用 流 出 口 と の 間 隔 は 、 前 記 フ ィ ル タ 体 の 密 フ ィ ル タ 部 の フ ィ ル タ 目 の う ち
前 記 循 環 用 排 水 流 出 口 に 最 も 近 い フ ィ ル タ 目 と 前 記 排 水 用 流 出 口 と の 間 隔 よ り も 小 さ い



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 洗 濯 機 は 、 洗 濯 水 槽 の 下 部 に 連 な る 管 路 の 中 途 に 配 し ィ ル タ ケ ー ス に
前 記 管 路 の 内 部 の 流 水 を 通 過 さ せ る フ ィ ル タ 体 を 収 納 し て あ る フ ィ ル タ 装 置 を 備 え

洗 濯 機 に お い て
、 前 記 フ ィ ル タ 体 は 、 密
フ ィ ル タ 部 と 粗 フ ィ ル タ 部 と を こ と を 特
徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 本 発 明 に 係 る 洗 濯 機 は 、 前 記 密 フ ィ ル タ 部 が 、 前 記 流 水 中 に 混 在 す る 繊 維 屑 の 捕 捉
が 可 能 な フ ィ ル タ 目 を 備 え る こ と を 特 徴 と し 、 更 に ま た 前 記 粗 フ ィ ル タ 部 が 、

の 捕 捉 が 可 能 な フ ィ ル タ 目 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 発 明 に お い て は 、 目 詰 ま り 発 生 前 に は 密 フ ィ ル タ 部 の フ ィ ル タ 目 に よ り 繊 維 屑 を 確
実 に 捕 捉 し 、 目 詰 ま り 発 生 後 の 粗 フ ィ ル タ 部 に よ る 通 水 の 確 保 時 に は 、

の 捕 捉 を 可 能 と し て 、 排 水 又 は 循 環 水 へ の 混 入 を 防 止 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 本 発 明 に 係 る 洗 濯 機 は 、 前 記 フ ィ ル タ ケ ー ス が 、 前 記 洗 濯 水 槽 へ の 循 環 水 の 流 出
口 を 備 え て お り 、

あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 発 明 に お い て は 濯 水 槽 へ の 循 環 水 を

近 い 位 置 に あ る 密 フ ィ ル タ 部 に 集 中 さ せ て 通 し 、 循 環 水 中 に 混 在 す る
繊 維 屑 を 確 実 に 捕 捉 さ せ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
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た フ
、 前 記

フ ィ ル タ 体 を 通 過 し た 水 を 前 記 洗 濯 水 槽 へ 戻 し て 循 環 さ せ る こ と が 可 能 な
一 側 が 開 放 さ れ た 形 状 の 部 材 に 、 小 さ い フ ィ ル タ 目 が 並 設 さ れ た

大 き い フ ィ ル タ 目 が 並 設 さ れ た 設 け て 構 成 さ れ た

洗 濯 物 か ら
の 脱 落 物

洗 濯 物 か ら の 脱 落
物

用
前 記 フ ィ ル タ 体 の フ ィ ル タ 目 の う ち 前 記 循 環 水 用 流 出 口 か ら 最 も 近 い フ

ィ ル タ 目 は 、 密 フ ィ ル タ 部 の フ ィ ル タ 目 で

、 洗 、 フ ィ ル タ ケ ー ス に 設 け ら れ る 循 環 水 用 流
出 口 と の フ ィ ル タ 目



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 本 発 明 に 係 る 洗 濯 機 は 、 前 記 フ ィ ル タ ケ ー ス が 水 の 流 出 口 を 備 え

こ と を 特 徴 と
す る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 発 明 に お い て は 、 フ ィ ル タ ケ ー ス に 設 け ら れ る 排 水 流 出 口 を 循 環 水 流 出 口

か ら 離 し て 設 け 、 循 環 水 流 出 口 側 に 多 く 捕 捉 さ れ て い る 繊
維 排 水 中 へ の 混 入 を 緩 和 す る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 本 発 明 に 係 る 洗 濯 機 に お い て は 、 密 フ ィ ル タ 部 の フ ィ ル タ 目 を 繊 維 屑 の 捕 捉 が 可 能
に 設 定 し 、 ま た 粗 フ ィ ル タ 部 の フ ィ ル タ 目 を の 捕 捉 が 可 能 に 設 定 し た
か ら 、 目 詰 ま り 発 生 前 に は 繊 維 屑 の 確 実 な 捕 捉 が な さ れ て 良 好 な フ ィ ル タ 効 果 が 得 ら れ る
上 、 目 詰 ま り 発 生 後 に も 洗 濯 物 か ら の ボ タ ン 等 の 脱 落 物 を 確 実 に 捕 捉 し 、 循 環 水 及 び 排 水
へ の 混 入 を 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 本 発 明 に 係 る 洗 濯 機 に お い て は 、 フ ィ ル タ 体 の フ ィ ル タ 部 を 洗 濯 水
槽 へ の 循 環 水 流 出 口 設 け た か ら 、 目 詰 ま り 状 態 が 軽 微 な 段 階 に お け る 洗 濯 水 の
流 れ が 密 フ ィ ル タ 部 に 集 中 し 、 循 環 水 中 に 混 在 す る 繊 維 屑 を 確 実 に 捕 捉 し て 循 環 水 の 清 浄
度 を 高 め る こ と が で き 、 こ の 循 環 水 を 使 用 し て な さ れ る 洗 濯 品 質 を 高 め る こ と が 可 能 と な
る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 本 発 明 に 係 る 洗 濯 機 に お い て は 、 排 水 流 出 口 を 、 フ ィ ル タ 体 環 水 流 出 口

か ら 離 し て 設 け た か ら 環 水 流 出 口 の 近 傍 に 集 中 し て
捕 捉 さ れ る 繊 維 屑 が 排 水 中 に 排 出 さ れ る 虞 れ が 緩 和 さ れ 、 環 境 負 荷 の 軽 減 を 図 る こ と が で
き る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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、 排 用 、 前 記 フ ァ
イ ル 体 の 粗 フ ィ ル タ 部 の フ ィ ル タ 目 の う ち 前 記 排 水 用 流 出 口 に 最 も 近 い フ ィ ル タ 目 と 前 記
排 水 用 流 出 口 と の 間 隔 は 、 前 記 フ ィ ル タ 体 の 密 フ ィ ル タ 部 の フ ィ ル タ 目 の う ち 前 記 循 環 用
排 水 流 出 口 に 最 も 近 い フ ィ ル タ 目 と 前 記 排 水 用 流 出 口 と の 間 隔 よ り も 小 さ い

用 用 に 近
い 密 フ ィ ル タ 部 の フ ィ ル タ 目 用

屑 の

洗 濯 物 か ら の 脱 落 物

密 の フ ィ ル タ 目
用 の 近 く に

用 の 循 用 に
近 い 密 フ ィ ル タ 部 の フ ィ ル タ 目 、 循 用



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 フ ィ ル タ 体 51は 、 前 記 封 止 キ ャ ッ プ 52の 内 側 端 に 相 対 回 転 自 在 に 連 結 さ れ た 円 板 形 の 封
止 フ ラ ン ジ 57と 、 フ ィ ル タ ケ ー ス 50の 内 部 に 適 長 侵 入 し て 位 置 す る 端 部 フ ラ ン ジ 58と の 間
に 架 設 さ れ て い る 。 図 ３ は 、 図 ２ の  III－ III に よ る 拡 大 断 面 図 で あ る 。 本 図 に 示 す 如 く
フ ィ ル タ ケ ー ス 50は 、 上 部 が 平 坦 化 さ れ た 円 筒 体 で あ り 、 ま た フ ィ ル タ 体 51は 、 一 側 が 開
放 さ れ 筒 形 の 部 材 で あ っ て 、 開 放 側 を 上 向 き と し て フ ィ ル タ ケ ー ス 50の 内 部 に 挿 入 さ
れ 、 両 側 の 上 縁 を フ ィ ル タ ケ ー ス 50の 内 面 に 押 し 付 け て 、 下 部 の 三 日 月 形 の 空 間 を 上 部 空
間 と 液 密 に 分 割 す る よ う に 装 着 さ れ て い る 。
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た 半
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